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第１章   序   論 

 

１．研究目的 

  近年、特にブラジルでの環境サミット以降、日本においてもエコシティ、エコポリス

など自然と調和した省エネルギー的な街づくりが緊急課題として取り上げられ、現在建

設省・環境庁など多方面でそのための研究が活発に行われている。当研究室ではこれま

で、都市域における河川の微気候的作用に関する基礎的研究を実測調査や風洞実験など

を中心に行い、エコシティ、とりわけ「風通しの良い街づくり」のためのいくつかの具

体的なプランニング案を提案してきた。一方、水面とともに大きな環境調節効果が期待

される空間として、都市内の緑地が現在注目されている。ここ数年、総合設計制度に伴

う公開空地や屋上緑化など敷地内に"みどり"を多く取り入れた建築も増えてきてはいる

が、"みどり"が単にプランナーの個性の演出素材として用いられているに過ぎない場合

が多く、真にエコロジカルなプランニングと呼べるものには至っていない。このような

状況にとどまっている大きな要因のひとつは、"みどり"による環境調節効果に関する具

体的な設計手法が確立されていないという点にあり、それゆえ"みどり"の効果の定量的

な把握が緊要な課題である。 

  屋外環境の設計手法として"みどり"を考えた場合、最も問題となるのが緑地のスケー

ルによる効果の違いである。これは、ある地域の緑地面積率の目標を設定した場合、そ

の緑地の配置計画において必ず議論される点であり、大面積緑地を一つ計画するか小面

積緑地を分散して多数計画するかが常に問題となる。この点については、同じ微気候的

効果を対象としながら、目的により評価が微妙に異なる可能性がある。すなわち、１）

都市内のオアシスとして緑地内の樹冠下を快適空間として設計するというミクロスケー

ル・プランニングの立場、２）ヒートアイランドに代表される劣悪な都市熱環境を緑地

により少しでも改善しようというアーバンスケール・プランニングの立場の２つである。

いづれにせよ、緑地の規模による緑地内外の気候環境の差異を実測の積み重ねから明ら

かにする必要がある。この種の測定は、すでにいくつか報告されている２次元モデルに

よる緑地効果のシミュレーションの検証という意味からも重要である。さらに、これら

の異なる気候環境の形成要因として、緑地内外の熱収支特性の把握も不可欠である。ま

た、ミクロスケールの立場からは体感気候を考慮した緑地内における微細な気流性状の

解析ならびに気温と風速の相関解析も必要となる。そして、これらの短期集中的な測定

による成果を具体的な設計手法として確立するためには、年間を通しての長期的な効果

の把握も併せて実施することが肝要である。 

この種の測定はこれまでにも数多く行なわれているが、緑地の効果の存在を単に示す

という結果に終わっているものが大半で、実質的な設計資料としての意味をもつものは
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ほとんど存在しない。また既存の報告例には、気温測定における日射遮蔽など測定方法

に問題があるものも多く、緑地内の気温分布を正確に捕らえた例は皆無と言っていい。

また、年間の変化を気象要素と関連づけて解析した例もまったく見あたらない。 

 

２．研究計画 

 本研究では、緑地のスケールによる環境調節効果の違いの把握を主目的に、以下の観

測を実施する。 

 

[Ａ]夏季を中心とした短期間の集中観測 

  広島市の中央公園を対象に、緑地内の詳細な気温分布、並びにそれらと気象要素との

関連把握を目的に、数日間の集中観測を行う。主な測定項目は以下の通りである。 

     (１)緑地内外の風環境 

     (２)緑地内外の熱収支および表面温度分布 

     (３)緑地内および周辺市街地における詳細気温分布 

     (４)緑地内における気流と気温変動の相関分析 

 

[Ｂ]年間を通しての長期観測 

  上記の短期間の集中観測結果を補い、さらに設計資料としての緑地効果の把握を目的

に、集中観測と同じ広島市の中央公園とその周辺部を対象に、年間を通しての長期観測

を実施する。測定項目は以下の通りである。 

      (１)緑地内外の気温分布 

      (２)緑地周辺の風速および日射量 
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第２章   夏季を中心とした短期集中観測 

 

１．はじめに 

 夏季日中における緑によるクールスポット形成のメカニズムを解明するため，広島市

の中央公園を対象に，緑地内外の詳細な微気象観測を実施した。ここでは、２次元数値

モデルによる考察を念頭に，そのための基礎資料を得ることを主目的とした。広島市の

中央公園は，中央部に広い裸地状のグラウンドがあるため，日中の海風時には対象とし

た公園北側の緑地に対し十分なフェッチが得られ，境界条件が把握しやすい。 今回は，

裸地から緑地内へ日中の海風方向に約 125m の測線を設定し，測線に沿った気温分布を

測定するとともに，裸地および緑地内における熱収支観測を実施した。また，超音波風

速温度計により緑地内における気温と気流の瞬時変動についても測定を行った。 

 以上の測定から，①緑地規模や気象条件による緑地内外気温差の変化，②緑地におけ

る熱収支特性，③緑地内の気温の瞬時変動と気流との関連，等を検討した。 

 

２．測定場所および期間 

  測定場所：広島市中区基町の中央公園 

  ＊広島市の繁華街(紙屋町)の北約 600m に位置し，長辺約 500m・短辺約 200m の広

さをもつ。東側は広島城に隣接しており，西側は太田川に接している。北側には 14Ｆの

基町高層アパート群が林立するが，観測地点である東寄りの部分は道路を隔てて基町小

学校のグラウンドに接している。東側の道路は市北部への幹線道路(片側２車線)で，交

通量も非常に多い。(図－１) 

  公園内の西半分は芝地，東半分は裸地となっており，それを取り囲むように高木の緑

地が存在する。樹種は落葉広葉樹のケヤキが中心で，一部に常緑のクスノキが混ってい

る。樹高は８～12ｍ程である。測線は公園の北東部分の緑地を中心にほぼ南西～北東方

向に設定した。(図－２) 

 

 測定期間：1994 年８月１日                  ......現地設営・準備 

                   ８月２日 6:00～３日 17:00   ......３５時間連続観測 

  ＊発電機の給油の関係から，原則として３時間を１Set とした。その間は 10 分間を

１Run とし，２分の間隔をおいて１５回の Run を繰り返すかたちでデータを収録した。 

図－３に測定期間を含む５日間の気象概況として，広島地方気象台における毎時の観

測値を示した。なお、２日の３時過ぎから 6 時にかけて、および 9 時前後に計１mm 程

度の降雨があった。 
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＜測定項目・測定機器および記録方法＞ 

(1)全天日射量＆反射日射量：アルベドメータ(EKO MR-21) [305～2800nm] 

         ＊林外基準点・測定高さ地上 60cm 

           記録：データロガ(日電三栄 7V14)（0.1Hz で sampling） 

(2)正味放射量            ：正味放射計(EKO CN-40) [0.3～30μm 以上] 

         ＊林外 or 林内基準点・測定高さ地上 60cm 

           記録：データロガ(日電三栄 7V14)（0.1Hz で sampling） 

(3)地中熱流量      ：熱流板(EKO CN-140B) [75×75×0.7mm] 

         ＊林外＆林内基準点・地中１cm 深 

           記録：データロガ(日電三栄 7V14)（0.1Hz で sampling） 

(4)湿度                  ：容量型湿度計(SHINYEI TRH-3A)) 

         ＊林内基準点・測定高さ地上 90cm 

           記録：データロガ(日電三栄 7V14)（0.1Hz で sampling） 

(5)表面温度(地上ポイント)：放射温度計(National ER2008) 

         ＊測線周辺の各種表面(裸地面･葉面･アスファルト舗装面 etc) 

           記録：直読記録（約２時間毎） 

           (熱画像)    ：サーモトレーサ(日本電気三栄 TH-1101) 

         ＊基町クレド屋上より・日中 30 分毎・夜間１時間毎 

(6)風速(鉛直プロファイル)：サーミスタ風速計(アイ電子技研 MV-01m) 

         ＊林外基準点・測定高さ地上 30･90･330cm の３高度 

           記録：データロガー(TEAC DR-F1)（10Hz で sampling） 

       (３成分瞬時値)    ：超音波風速温度計(KAIJO DENKI WA(T)-395) 

         ＊林外基準点・林内市街地近傍）・測定高さ地上 60cm 

           記録：データロガー(TEAC DR-F1)（10Hz で sampling） 

(7)温度(気温・地温・葉温・樹幹温・グローブ温)：Ｔ熱電対(0.32mmφ)  

         ＊合計３３点（図－４参照）                                

           記録：データロガ(日電三栄 7V14)（0.1Hz で sampling）      

       (気温瞬時値)      ：超音波風速温度計(KAIJO DENKI WA(T)-395) 

         ＊  <同上> 

       (気温移動観測)    ：サーミスタ温度計(ﾃｸﾉｾﾌﾞﾝ D611) 

         ＊測定高さ地上 90cm（測線に沿って１２ポイント） 

           記録：直読記録（各ポイント 3 秒毎 10 回読み・２時間毎） 

       (市街地側気温)   ：白金抵抗温度計(KADEC KDC-S-SP) 

         ＊測定高さ地上 230cm（市街地側林端・林端より 18m 地点） 

           記録：データロガー(KADEC-US)（１分毎で sampling） 
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  図－７は，熱画像の温度値を放射温度計によるグランド・トゥルース(ε=1 と仮定)の

値と比較したもので，熱画像の値はグランド・トゥルースの値に比べ全体に低い。その

差は高温な物体ほど大きくなっており、30℃の物体で約３℃、60℃の物体では約８℃程

度低く観測されている。なお，対象物体としては、裸地・水面・樹冠・アスファルト舗

装・インターロッキングブロック舗装の 5 種類について測定を行ったが、低温度域でイ

ンターロッキングブロック舗装がやや誤差が大きくなる傾向があるが、全体としては対

象物による明確な差異は認められない。写真－11 に、夜間・早朝・日中の熱画像の例を

示す。上記の 5 つの対象物は、各々図中の、裸地：point Ｂ、水面：point Ｆ、樹冠：

point Ａ、アスファルト舗装：point Ｃ、インターロッキングブロック舗装：point Ｉ、

を意味する。なお、図中の温度スケールは未補正の値である。夜間の画像では舗装面の

高温が際立ち、樹冠と裸地の温度はほとんど認められない。早朝の画像でも舗装面の高

温は維持されており、裸地の中心部は樹冠よりやや低温となっている。建物群について

は、側壁面に比べ屋上面の温度が低くなっている点が注目される。堀の水温は舗装面の

値に近く、裸地や樹冠より高温となっている。日中の画像では、表面毎のコントラスト

が明確で、アスファルト舗装＞インターロッキングブロック舗装＞裸地＞樹冠＞水面の

順となる。建物群については屋上面の高温が際立っており、側壁面の温度は裸地面より

も低く樹冠面の温度に近い。夏季日中は、水平面である舗装した地表面や建物の屋上面

が主な熱源となっている。ちなみに、最も高温となっているのは、図左下の体育館の金

属屋根（図中の point Ｅ）である。 

図－８は、図－７で求めた回帰式に従って補正を施した各種表面の表面温度の時間変

化を示したものである。アスファルト舗装面の最高温度は約 59℃、インターロッキング

ブロック舗装も日中 55℃を超える。裸地面についても、50℃を超える結果となっている。

樹冠面の最高温度は約 39℃、水面（広島城の堀）の最高温度は約 35℃となっている。

一方、早朝の最低気温時については、水面と両舗装面の温度がほぼ等しく 31～32℃、樹

冠面と裸地面はそれより３℃程度低い結果となっている。 

なお、夜間の表面温度変化において、22 時頃と 4 時頃の測定値が前後の時間の測定値

に比べ、全体に高く観測されている。これは、後述する正味放射量の変化からもわかる

ように、この時間帯に雲に覆われた影響である。前後の時間帯の値を結んだ値に比べた

温度差は１～２℃であるが、これには、放射冷却が一時的に緩和され表面温度が実際に

上昇したことによる変化と、各表面の放射率が１ではないことから生じる天空の映り込

み効果に起因する変化（「天空」より相対的に温度が高い「雲」が映り込むことによる温

度上昇）の両方が含まれると考えられる。両者の寄与を分離することは難しいが、後述

するように、これらの時間帯に、裸地面上の気温がわずかながら上昇していること、渦

相関法で求めた裸地面上の顕熱フラックスもわずかに増大していることから、実際の表

面温度上昇があったことはほぼ間違いない。 
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次に、これら４種の風速成分と気温変動との相関を計算し、相関係数の時間変化を示

したのが図－26 である。ここでは、気温についての評価時間内のトレンドを考慮し、ト

レンド除去を施した場合としない場合の 2 通りについて示している。正の相関は、その

方向からの気流に伴って気温が上昇した（あるいは、逆方向の気流に伴って気温が低下

した）ことを意味している。相関の値はばらつきが大きいが、ＮＷ・Ｎ・ＮＥ成分につ

いては日中、明確な正の相関が認められ、平均流に逆らった市街地側からの乱流による

熱輸送の存在を示唆している。一方、平均流が北風となる早朝の時間帯は、逆に負の相

関を示している。 

図－27 は、同様の気温変動との相関を風速の鉛直成分に対して求めた結果である。こ

こでは、上向きを正としているので、正の相関は上向きの気流に伴って気温上昇が生じ

ていることを意味する。ここでは、日中に正の相関、夕方から夜間にかけては負の相関

となる傾向が認められる。そして、陸風が本格的に吹き始める少し前から正の相関に転

じている。顕熱フラックスの項ですでに述べたように、日中はわずかながら上向きのフ

ラックスが観測されており、その時間帯は当然ながら正の相関となっている。 

図－28 は、水平方向の各風速成分に対して、鉛直方向成分と同様に渦相関による水平

顕熱フラックスを算出した結果である。特にＮＷ・Ｎ方向からは、日中 100W/m２を超

える水平乱流輸送が市街地から緑地に向かって存在する。これは、水平方向に気温勾配

が存在するから当然の結果ともいえるが、平均流に逆らってこのような乱流輸送が存在

することは注目に値する。 

 

９．まとめ 

これまでの 2 次元数値シミュレーションでは、緑地内部の気温分布は平均流方向に風

下境界まで単調低下し、気温の上昇は緑地を通過して市街地に流入した後に始まるとい

う結果が示されている。しかしながら、今回の結果からは、風下境界付近では平均流に

逆らって乱流による市街地からの熱輸送が存在し、周辺市街地に接する緑地の縁辺部分

では、高温な周辺市街地からの影響を受けて緑地の中心部よりも気温が上昇していると

いう結果が示された。 

今回対象とした緑地は、２次元モデルを検証するにはかなり理想に近い観測サイトで

はあったが、捉えられている現象はむろん完全に２次元的とは言えず、３次元的な気流

の動きを伴っている。今後は、このような現象をモデルで再現することが課題である。

この点を考慮し、モデルにおける入力条件となる、風上側の風速鉛直分布（一部、1992

年の予備実測における結果を含む）、風速 3 成分の R.M.S.、相対湿度、さらに参考とし

て林内および林縁におけるグローブ温度、ならびに気温測定点（ポイントＡ～Ｊ）およ

びグローブ温度測定点の天空写真を巻末付録に示す。 
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第３章 年間を通しての長期観測 

 

１．はじめに 

前章においては、夏季集中観測の解析から緑地とその周辺域の詳細な気温分布等につ

いて考察した。しかしながら、エコロジカルプランニングという今日的な社会的要請に

答えるためには、設計データとして年間を通しての把握と緑地の位置づけが不可欠であ

る。これまで、緑地に関する研究は、暑熱緩和に注目した夏季についての検討がほとん

どで、他の季節に関する考察はほとんど見当たらない。そこで、本章では先の集中観測

を実施した中央公園を対象に、1 年間の長期観測を実施した結果について報告する。 

先の集中観測においては、緑地の中心部と縁辺部で気温差が生じていること、その温

度差は風向によって左右されることが明らかになった。この点をふまえ、長期観測では

緑地の内部に 2 点の測定点を設け、緑地の中心と縁辺部の気温差の年間変動を把握する

こととした。同時に、これらと気象要素との関連についても考察するため、公園内で風

向・風速および日射量の観測を独自に行うこととした。対象とした公園は、広島気象台

からそれほど遠くないところに位置するが、先の集中観測で風向の微妙な変動が気温分

布に影響していることが伺えたこと、また公園の北側には高層の市営住宅団地が存在し

局所的な風系が形成されている可能性があることから、あえて現場での気象要素の実測

を行うこととした。 

なお、ここでは対象緑地の内外の他、周辺市街地や繁華街、河岸や郊外にも観測点を

設け、緑地の熱的効果が多角的・総合的に捉えられるように計画した。 

 

２．観測地と観測方法 

図－29 に、観測地点の位置を示す。各ポイントは、緑地の効果のほか、街路形態の影

響、都市内における河川の熱的効果、ならびに都市内外気温差を把握するという観点か

ら選定されており、各々の位置づけは以下の通りである。 

 

GRC：緑地（広島中央公園・落葉広葉樹林）中心部 

GRP：緑地（同上)縁辺部（周辺道路より約 20m） 

RIV：河川上地点（太田川工事事務所水位観測所） 

RS1･RS2･RS3：河川からの距離が異なる河沿地） 

EWM：広い東西街路（幅員約 40m・路面電車電停） 

NSM：広い南北街路（同上） 

EWP：狭い東西街路（幅員約６m） 

SUB：郊外地点 
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ここでは、各観測地点の位置づけを明確にするため、気象台気温との温度差似付いて

考察する。各地点の観測データについて毎正時前後５分、10 個のデータを平均し、気象

台の 1 時間毎の気温データと比較した。天候については、上述の天候区分に従い晴天日

とそれ以外に２分した。また、１日のうちの時間帯による差異を検討するため、日中

（10:00～15:00）・夜間（19:00～24:00）・早朝（0:00～5:00）の各５時間の平均につい

てプロットした。結果を図－38 に示す。なお、全ての地点で５月中旬から２週間程度の

欠測があるが、これはデータロガーの電池切れによるもので、５月 28 日に全ての地点

を外部電源化する工事を施して復活させた。 

  緑地中心（GRC）では年間を通して気象台より気温が低い傾向にある。緑地縁辺

（GRP）もほぼ同様の変化を示すが、1 月～３月にかけて日中の昇温が顕著となる点が

GRC と異なる。両地点とも天候による差異は大きくない。 

広い東西街路（EWM）広い南北街路（NSM）は、ほぼ気象台より高温で推移してい

るが、東西街路では日中の気温が夏季に大きく昇温し、逆に冬季は気象台より低温とな

る傾向が顕著である。このような傾向は晴天日についてのみ現れている。夜間と早朝に

ついては、両地点とも夏季より冬季に高温となる傾向が認められる。 

繁華街（EWP）は、年間を通して気象台との温度差が都市内では最も大きく、特に夏

季に高温となる。しかしながら、冬季の晴天日の日中については、むしろ気象台よりも

低温となる傾向がみられる。夜間と早朝は、年間を通して高温で推移している。 

河川からの距離が異なる河岸の地点（RS1）（RS2）（RS3）では、日中の気温が夏季

は気象台より高く、冬季は逆に気象台より低くなる傾向にある。夜間・早朝の気温差は

年間を通して小さい。ただし、RS3 だけは日中の気温が９月以降急激に上昇している。

これは、回収時に判明したことだが、通風シェルターの天井部分が押しつぶされ、ファ

ンは回っていたが、ほとんど通気していなかった。日変化を詳細に検討すると、９月１

日から急に隣接する地点との日中の温度差が大きくなっており、この日に破損が生じた

ものと思われる。従って RS3 については、９月以降のデータは参考にとどめることと

する。 

  河川上の地点（RIV）では、年間を通して昼夜とも気象台より低温である。特に冬季

に温度差が大となる傾向が認められる。 

最後に、郊外の観測点（SUB）では、年間を通して夜間に大きく低温となる。日中に

ついては、むしろ気象台より高温となる傾向にある。どちらの温度差についても、季節

による差異はあまり明確ではない。 

 

  以上、気象台との時間帯別の気温差を用いて、各観測点の年間変化を概観したが、通

風阻害を起こしていた RS3 以外は、解析対象となりうるデータと判断される。 
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７．都市内緑地の熱的効果 

ここでは、本研究の主眼である緑地の環境調節効果の年間変化について考察する。ま

ず図－44 に緑地中心（GRC）と周辺市街地ならびに繁華街（EWP）との気温差年変化

を日中と夜間について天候別に示す。EWP との気温差は夏季 3.5℃以上に達している。

周辺市街地との気温差では２℃程度である。日中の気温差は 10 月頃から減少し、11 月

にはほぼ消滅する。冬季の間については、日中の気温差は認められない。対象とした緑

地はケヤキを中心とした落葉樹が優先するため、11 月にはほとんど葉を落とし、緑がな

い状態となる。日中の気温差の季節変化は、このような落葉樹の変化に明確に対応して

いる。一方、夜間についてはそのような大きな季節変化は見られず、年間を通して EWP

からは２～３℃、周辺市街地に対しては１～1.5℃程度低温となっている。 

図－45 は、緑地内部にもう１点設けた緑地縁辺（GRP）と周辺市街地との気温差を、

先の GRC の気温差と比較したものである。GRP の変化も GRC とほぼ平行しているが、

気温差は GRC よりも小さく、全体として GRC と周辺市街地の中間的な気温を示して

いる。GRP の日中の気温差が減少し始める時期は、GRC に比べるとやや早い。さらに

冬季に日中の気温が周辺市街地よりも高温となる傾向がみられる点が GRC とは異なる。

夜間については、両地点間の気温差はあまり明確ではない。なお、GRC は位置的には

先の夏季集中観測の林内基準点（ポイントＥ）に近く、また GRP はポイントＨとポイ

ントＩの中間にほぼ相当する。 

図－46 は緑地内の位置による気温差を検討するため、GRP と GRC の気温差を日中

と夜間について示したものである。日中の気温差は８月に大きくなり、秋季は一旦小さ

くなるが、冬季に再び増大する。夜間の気温差はおおむね小さい値で年間推移している

が、夏季よりも冬季にやや大きくなる傾向が認められる。 

  図－47 は、以上のような日中の緑地内気温差と風速との関係を、夏季と冬季について

示したものである。夏季については、風速が増加するほど気温差が大きくなる傾向が明

確に現れている。一方、冬季については傾向にばらつきがある。夏季日中の風向は南西

でほぼ安定しているが、冬季については南よりの風（南西～西南西）の場合と北よりの

風（西北西～北西）の場合があり、風向で分類するときれいに関係が分離する。北より

の風の場合には、風が強まっても緑地内の気温差がそれほど大きくならない。 

  図－48，49 には、緑地中心（GRC）と周辺市街地および繁華街（EWP)との気温差

と風速の関係を日中と夜間について各々示した。年間を通しての場合、夏季 3 ヶ月のみ

の場合、冬季 3 ヶ月のみの場合、の３種類について示したが、日中については季節を通

して風速が強くなるほど温度差が大きくなる傾向が明白である。一方、夜間については

EWP との気温差には明確な傾向が認められないが、周辺市街地との気温差に関しては、

風が強くなるほど気温差が小さくなる傾向が明らかである。 
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９．都市内外気温差の年変化 

最後に、郊外ポイントのデータから、広島市の都市気温について考察する。図－58 に

市街地－郊外気温差（ヒートアイランド強度）の年変化を日中・夜間について天候別に

示す。周辺市街地と郊外ポイント（SUB）との気温差では、大きな季節変化は見られな

い。特に夜間の気温差は、年間を通して２～３℃程度で一定している。日中の気温差は

夜間に比べ小さく、温度差はわずかであるが、夏季は周辺市街地＞SUB、冬季は SUB

＞周辺市街地の関係となる。都市内の最高気温との差を採る、というヒートアイランド

強度の定義に従い、市街地の気温として繁華街（EWP）を採用すると、夜間の５時間平

均の気温差で４℃程度である。 

図－59 は、夜間のヒートアイランド強度と風速との関係を検討した結果である。年間、

夏季３ヶ月のみ、冬季３ヶ月のみ、の３種類について示したが、いづれも風速との明確

な関係は認められない。 

図－60 は、都市内外気温差がどの時間帯に最大となっているかを、10 分スケールの

平均値で検討した結果で、日最高気温差の出現時刻は、圧倒的に夜間に集中している。

周辺市街地との気温差では、日没後数時間以内に出現する頻度が非常に高くなっている。

従って、夏季よりも冬季の方が出現時間は早まっている。一方、繁華街との最高気温差

は、それよりも数時間遅く出現することが多く、午前０時頃に集中する傾向がある。こ

れについても、繁華街における夜間から深夜にかけての人工排熱が大きく寄与している

ものと思われる。この時間スケールでのヒートアイランド強度は、夏季にやや大きく５

～６℃、冬季は４～５℃程度となっている。 

 

10．まとめ 

  本章では、広島市内 10 ヶ所で 1 年間にわたって測定された 1 分毎の気温データから、

緑地効果を中心とした気温分布特性の年間変動について考察した。緑地に関しては、樹

木の落葉と展葉に呼応した気温差の明確な季節変化がとらえられた。都市内に存在する

緑地の熱的効果を議論するためには、評価の基準となる周辺市街地側の気温の分布特性

にも気を配る必要がある。その意味で、本研究では、街路方位による気温の時間的な差

異や、人工排熱が直接街路空間に放出されている繁華街の狭隘な街路等についても考察

の対象とし、緑地の効果を総合的に評価することに努めた。日中・夜間・早朝という大

きな時間区分での気温分布特性から各地点の気温形成の概略を把握するとともに、日最

高気温差の値と出現時刻の解析から、より詳細な温度分布特性についても明らかにする

ことができた。特に現地で独自に測定した日射、風向・風速のデータを用いて、気温差

の形成と気象要素との関連性についても興味深い成果が数多く得られた。 
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第 ４ 章    総   括 

 

本研究では、都市内に存在する緑地のもつ環境調節効果を多角的に把握する目的で、

以下の二つの測定を実施した。一つは、夏季に行った短期集中観測で、グラウンドから

樹林を通って市街地へとつながる側線を設定し、夏季における卓越風向に沿った緑地内

部とその周辺の詳細な気温分布を測定した。その結果、これまでの数値モデル計算では

表現されていなかった、平均流に逆らって乱流で輸送される水平熱輸送の存在が指摘さ

れた。このことは、たとえ風下側に位置するとしても、周辺市街地は緑地内部の熱環境

に大きく影響を与えていることになり、緑地計画において緑地の規模を議論する場合に

も、このような現象は無視できないと考えられる。 

二つめは、設計データとしての緑地効果の定量的な把握を目的に行った、1 年間にわ

たる長期気温測定である。これまで我が国では「みどり」の熱的効果というと夏季の暑

熱緩和機能のみが注目されてきたが、実際の設計を考える上では、冬季も含めた年間の

環境把握がまずもって必要である。今回、1 年間を通してのデータを解析することによ

り、緑地効果の明確な季節変化など、興味深い成果が数多く得られた。 

このような緑地の効果は、緑地の規模・構造・構成樹種等、多くの要因で変化するた

め、より多くのデータの蓄積が必要ではあるが、今回の実測からいくつかの有益な知見

が得られたといえる。緑地がもたらす熱的効果は、物理的現象に限ってもかなり複雑な

ものであり、生物的な振る舞いを含めたモデル化にはまだまだ多くの課題が残されてい

る。モデルの発展・検証など、「みどり」の効果に関する今後の研究の発展に、本研究の

成果が役立つことを期待したい。 
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